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● 薬物乱用はなぜ「ダメ」なのか。

● 乱用される危険のある薬物

● 呼び方が違っても乱用薬物です。

● 薬物を乱用すると「心」も「身体」もボロボロになります。

● いったん薬物乱用を始めるとやめられなくなります。

● 治療して治ったようでも「フラッシュバック」が起こります。

● 薬物乱用事例 薬物乱用が子どもたちに広がっています。

● 薬物乱用の魔の手はどの子どもにも伸びてきます。

● 薬物乱用の弊害のまとめ

● 薬物乱用は重い犯罪です。

● 薬物乱用への甘い誘いに要注意。

● 薬物乱用を予防するために大切なことは断る勇気をもたせることです。

● 子どもを薬物乱用から守るチェックポイント

● キャラバンカーを積極的にご利用ください。

● 薬物乱用防止相談窓口機関一覧表 
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子どもを薬物乱用の魔の手から守るのは、大人の責任
　小学生に薬物乱用防止教育をするのは時期尚早、と思われるかもしれません。しかし、
それは、子どもの置かれている環境を認識していない思い込みと言わざるを得ません。
テレビや雑誌、インターネットからのさまざまな情報は、判断力が十分育っていない
小学生にも大量に降り注いでいます。薬物乱用に関する情報もその中に紛れ込み、皆さん
が知らないうちに、お子さんのもとに届いています。
　周りの環境や友人からの影響を受けやすい子どもたちを、薬物乱用の魔の手から
守るには、家庭での親子のコミュニケーションが何よりも重要です。日頃から「ダメ。ゼッ
タイ。」を合い言葉に、薬物乱用の怖さを教え、危険な誘惑に乗らないように注意してくだ
さい。また「うちの子に限って…」と思わず、お子さんの様子に薬物使用の兆候がない
か、気を付けてください。
　この冊子は、保護者の皆さんに薬物乱用問題についてご理解いただき、子ども
たちを危険な薬物から守るためのテキストとして作成したものです。家庭での話し合い、
保護者の集会などでご活用ください。
　家庭・学校・地域社会において薬物乱用を許さない環境づくりに、どうぞご協力をお願い
いたします。

保護者のみなさまへ


